
                          

 

 

 

 

みなさん、こんにちは。2011 年もあとわずかとなりました。今年、二十歳になった文化博物館。4 月以降だけで

1１万人以上の方々をお迎えすることができ、節目の年にいくつかの記録的な数字が生まれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年は 4 日（水）から開館します。新春特別展は 7 日（土）からなので、お間違いなく！それでは、みなさん、良

いお年をお迎えください！ 

文化博物館だより 第 372 号 
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● 常設展示室を大掃除♪ 

 

 いよいよ年の瀬が迫ってきましたね。年末といえば、大掃除。もしか 

したら、もう早めに済ませたという方もいらっしゃるかもしれません。 

 文化博物館でも、今月 5日（月）の休館日、常設展示室の大掃除 

を行いました。 

アカシゾウなどのホコリを払ったり、ケースを開けて内側を拭いたりとい 

う掃除だけでなく、普段はなかなか時間をかけてできない、ゆるんだテ 

グスの補強なども行いました。 

ちょっぴりきれいになった常設展示室。来年も多くの方をお迎えでき 

ますように！！ 

● 新春特別展の話題② ～きらめきの小宇宙・截金～ 

 

1月7日(土)より始まる新春特別展の準備は、最終段階に入っていま 

す。 

左の作品は今回の出品のひとつで齋田梅亭さんの作品です。合子とは 

ごうす（ごうし）と読み、フタのある器のこと。金色の模様は金箔を貼りつけ 

ています。金箔の厚さは千分の１ミリより薄く、息をするだけでもフワフワ 

動いてしまいます。そんな“極薄”のものを細く、小さく加工し模様が作ら 

れているのです。この職人技、お分かりいただけるでしょうか？ 

 

 截金は仏像などの装飾が始まりなので、神々しさを感じさせ 

る繊細さを持っていますが、今回の特別展では右のような愛 

らしい作品も出品されます。ぜひ、ご来場ください！！ 

新春特別展『金箔芸術の美 截金の人間国宝展 齋田梅亭と西出大三』 

 会 期/2012年１月７日(土)～２月５日(日) 会期中無休 

 開館時間/午前 9時 30分～午後 6時 30分(入館は閉館 30分前まで) 

      ※会期中の金・土曜は 1時間延長開館 

観覧料/大人 1000円、大高生 700円、中小生 500円 

齋田梅亭  截金菱繁文合子 

西出大三 木彫截金彩色「瑞鳥」昭和 32年 

1月 8日･15日･29日には、 

14時から作品解説があるよ！ 

来年も博物館に 

遊びに来てね!! 

掃除中の様子 


